
　石油製品やLPガス販売を中心に、住宅機器、防災機器、設計施工や工事
など多岐にわたり事業展開する株式会社工藤米治商店。取り扱い業種が幅
広く、顧客のニーズに広く応えられることが強みである。昭和39年の創業当
時は近くに小坂鉱山があり石炭を供給。時代とともに石油からガスへと提供
するエネルギー源を変化させ、現在はガソリンスタンド5カ所を所有する。JR
東大館駅に隣接する社屋を、現在運休する列車の振替輸送のバス待合室とし
て開放するなど地域に貢献している。

株式会社工藤米治商店

　申請のきっかけは検針や集金を行っていた営業社員の欠員。欠員対策とし
てメーカー担当者にLPWA通信システムを勧められ、自動検針の活用による
営業や保安の人員補填に期待して導入に踏み切った。
 　「自動検針にすることで検針時間の削減になり、空いた時間を対面営業に
よる販売の強化や４年に１回の保安業務に有効活用できました」と富樫取締
役は話す。
　メーカーは、3社からのプレゼンのすえ東洋計器のシステム機器を選定し
た。決め手は
①設置しやすさ＝設置した現
場で設定作業ができる。帰社
してからの作業が発生せず楽
②ランニングコストが安い
の2点だったと振り返る。

自動検針で時短を実現、対面営業と保安の強化へ

左から東洋計器・浅野所長、
工藤米治商店・富樫取締役、
東洋計器・上田さん

（秋田県大館市）
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　取り付け作業は社員3人で実施。自社
から遠い顧客をリストアップしたが、一部
通信が不安定な場所に対してメーカー担
当者に調査・アドバイスを依頼。敷地内
で電波のよい場所に移動することで改善
した例もあったが、広葉樹の葉が開く時
期になると電波状況が悪くなる現象にも
見舞われた。供給エリアは白神山地に近
い場所もあり、樹木の多い地区ならではのトラブルだった。顧客への周知は、取
り付け作業を行いながら対面で実施。機器の設置には理解を得たが、設置後に
口座の振込日がずれたため初月だけ料金の問い合わせが多かったという。
　導入により、人件費・ガソリン代ともに削減。「検針は月に約2週間程度かかっ
ていましたが、導入後には半分以下に軽減しました。お客さまからは集中監視
での見守りが安心との声をいただいています」と導入のメリットを語る。

　「導入自体は全工程を通してスムーズでした。事前調査や準備を十分に
行ったことがよかったと思います。初期設定を行う際には、事前にスマホに登
録し準備しておくことをお勧めします。要望については、この地区は冬期だけ
施設に入る高齢者がいますので、その間ガスを使わない“ゼロ検針”のお宅
があります。そういったところにも適用できるよう枠を広げていただけるとあ
りがたい」と富樫取締役は締めくくった。

取り付け作業の苦労、電波を遮るのは…

申請予定者へのアドバイスと要望
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